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(57)【要約】
【課題】車両の周囲が明るい場合でも車両後方の映像を
良好に視認できる車両用ウインドシールド構造を得る。
【解決手段】車両用ウインドシールド構造は、車両前部
に設けられたウインドシールド１２と、ウインドシール
ド１２における車両上方側に設けられ、車両後方の映像
が表示される表示部１２Ａと、車両の周囲が所定の明る
さよりも明るい場合にウインドシールド１２における表
示部を含む領域を遮光する遮光部材２６と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両前部に設けられたウインドシールドと、
　前記ウインドシールドにおける車両上方側に設けられ、車両後方の映像が表示される透
明の表示部と、
　車両の周囲が所定の明るさよりも明るい場合に前記ウインドシールドにおける前記表示
部を含む領域を遮光する遮光部材と、
　を有する車両用ウインドシールド構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用ウインドシールド構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、ウインドシールドガラスとインストルメントパネルとの間にヘッドア
ップディスプレイ装置のコンバイナが立設された構造が開示されている。また、特許文献
１では、コンバイナに沿って車両上下方向に移動可能な不透明板が設けられており、車両
のシフト位置が後退位置の場合に不透明板を移動させることで不透明領域を拡大させてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－０５５６７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載のヘッドアップディスプレイ装置のように、映像及び実空間の両
方を視認可能な構造では、車両の周囲が明るい場合に、映像が見えにくくなることがある
。特に、ウインドシールドの上部に車両後方の映像を表示させる表示部を備えた構造にお
いて、車両の周囲が明るい場合でも映像を良好に視認可能とするには改善の余地がある。
【０００５】
　本発明は上記事実を考慮し、車両の周囲が明るい場合でも車両後方の映像を良好に視認
できる車両用ウインドシールド構造を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の車両用ウインドシールド構造は、車両前部に設けられたウインドシー
ルドと、前記ウインドシールドにおける車両上方側に設けられ、車両後方の映像が表示さ
れる透明の表示部と、車両の周囲が所定の明るさよりも明るい場合に前記ウインドシール
ドにおける前記表示部を含む領域を遮光する遮光部材と、を有する。
【０００７】
　請求項１に記載の車両用ウインドシールド構造では、車両前部のウインドシールドにお
ける車両上方側に表示部が設けられており、この表示部には車両後方の映像が表示される
。そして、表示部は、透明となっている。これにより、乗員が表示部越しに車両前方の景
色を視認することができる。
【０００８】
　また、車両の周囲が所定の明るさよりも明るい場合に、ウインドシールドにおける表示
部を含む領域が遮光部材によって遮光される。これにより、車両前方からの光が表示部を
通じて乗員の目に入るのを抑制することができる。なお、ここでいう「透明」とは、表示
部越しに乗員が車両の外部を視認可能な状態を広く含む概念であり、半透明を含む。また
、ここでいう「遮光」とは、光を完全に遮る状態に限定されず、少なくとも一部の光が遮
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られる構造を広く含む概念である。
【発明の効果】
【０００９】
　以上説明したように、請求項１に記載の車両用ウインドシールド構造によれば、車両の
周囲が明るい場合でも車両後方の映像を良好に視認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１実施形態に係る車両用ウインドシールド構造を備えた車両前部を車室側から
見た概略図である。
【図２】表示部が非表示状態となっている、図１に対応する概略図である。
【図３】表示部に車両後方の映像が表示されている、図１に対応する概略図である。
【図４】表示部に車両後方の映像、及び障害物の注意喚起情報が表示されている、図１に
対応する概略図である。
【図５】ウインドシールドを車両幅方向から見た断面図であり、（Ａ）には、表示部が非
表示でかつ液晶が透明の状態が示され、（Ｂ）には、（Ａ）の状態から表示部に映像が表
示された状態が示されている。
【図６】ウインドシールドを車両幅方向から見た断面図であり、（Ａ）には、表示部が表
示状態でかつ液晶が遮光の状態が示され、（Ｂ）には、（Ａ）の状態から表示部を非表示
状態とした状態が示されている。
【図７】第２実施形態に係る車両用ウインドシールド構造を備えた車両前部を車室側から
見た概略図である。
【図８】図７の８－８線で切断した状態を示す断面図である。
【図９】ウインドシールドを車両幅方向から見た断面図であり、（Ａ）には、液晶が透明
の状態が示され、（Ｂ）には、液晶が遮光の状態が示されている。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜第１実施形態＞
　以下、第１実施形態に係る車両用ウインドシールド構造について、図面を参照して説明
する。なお、各図に適宜記す矢印ＦＲ、矢印ＵＰ及び矢印ＲＨは、車両の前方向、上方向
及び右方向をそれぞれ示している。以下、単に前後、上下、左右の方向を用いて説明する
場合は、特に断りのない限り、車両の前後方向の前後、上下方向の上下、前方向を向いた
場合の左右を示すものとする。
【００１２】
　図１に示されるように、本実施形態に係る車両用ウインドシールド構造が適用された車
両１０の車両前部には、ウインドシールド１２が設けられている。ウインドシールド１２
は、インストルメントパネル１８の前端部から車両上方側へ延びており、車両１０の車室
外側と車室内側とを区画している。また、本実施形態では一例として、ウインドシールド
１２をガラスによって形成している。
【００１３】
　ウインドシールド１２の車両幅方向の端部は、フロントピラー１４の前端部に取り付け
られており、このフロントピラー１４の後端部には車両側部に設けられたフロントサイド
ガラス１６が取り付けられている。
【００１４】
　ここで、ウインドシールド１２における車両上方側には、表示部としての上側表示部１
２Ａが設けられており、ウインドシールド１２の車両下方側には下側表示部１２Ｂが設け
られている。また、上側表示部１２Ａと下側表示部１２Ｂとの間には中央表示部１２Ｃが
設けられている。
【００１５】
　図５（Ａ）に示されるように、ウインドシールド１２は、内側ガラス２０、透明ディス
プレイ２４、遮光部材としての遮光用液晶２６及び外側ガラス２２を含んで構成されてい
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る。内側ガラス２０は、車室内側に配置されており、透明に形成されている。すなわち、
光を透過可能としている。また、外側ガラス２２は、車両外側に配置されており、内側ガ
ラス２０と同様に透明に形成されている。
【００１６】
　内側ガラス２０と外側ガラス２２との間には、透明ディスプレイ２４及び遮光用液晶２
６が配置されている。透明ディスプレイ２４は、遮光用液晶２６よりも車室内側に配置さ
れており、映像を表示可能に構成されている。また、透明ディスプレイ２４は、ウインド
シールド１２の全面に設けられており、この透明ディスプレイ２４によって上側表示部１
２Ａ、下側表示部１２Ｂ及び中央表示部１２Ｃに映像が表示可能となっている（図１参照
）。さらに、透明ディスプレイ２４は、内側ガラス２０及び外側ガラス２２と同様に透明
に形成されており、光を透過可能としている。
【００１７】
　透明ディスプレイ２４の車室外側には、遮光用液晶２６が配置されている。遮光用液晶
２６は、通電時と非通電時とで光の透過率が変化するように構成されており、本実施形態
では一例として、通電されることで光の透過率が小さくなるように構成されている。すな
わち、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示されるように、遮光用液晶２６に通電されていない
非通電状態では、光が透過するようになっている。このため、乗員はウインドシールド１
２を通じて車室外側の景色を視認可能となる。
【００１８】
　一方、図６（Ａ）及び図６（Ｂ）に示されるように、遮光用液晶２６に通電されること
で、遮光用液晶２６の光の透過率が小さくなり、遮光状態となる。このため、乗員はウイ
ンドシールド１２を通じて車室外側の景色が視認不能となる、又は、車室外側の景色を視
認し難い状態となる。なお、図５（Ｂ）及び図６（Ａ）では、透明ディスプレイ２４に映
像が表示された状態が図示されている。そして、透明ディスプレイ２４は、遮光用液晶２
６よりも車室内側に配置されているため、遮光用液晶２６の状態に関わらずに乗員が映像
を視認できるようになっている。
【００１９】
　ここで、図５（Ｂ）に示されるように、遮光用液晶２６に通電されていない非通電状態
では、透明ディスプレイ２４越しに車室外側の景色が視認可能となる。また、図６（Ａ）
に示されるように、遮光用液晶２６に通電されている通電状態では、乗員は透明ディスプ
レイ２４越しに車室外側の景色が視認不能となる、又は、車室外側の景色を視認し難くい
状態となる。
【００２０】
　図１に示されるように、上側表示部１２Ａは、ウインドシールド１２における上端部の
車両幅方向中央部に位置しており、この上側表示部１２Ａには車両後方の映像が表示可能
とされている。具体的には、車両１０の後部に図示しない光学カメラが設けられており、
この光学カメラによって撮像された車両後方の映像が上側表示部１２Ａに表示される。
【００２１】
　下側表示部１２Ｂは、ウインドシールド１２の下端部の車両幅方向全域に設定されてお
り、この下側表示部１２Ｂには一例として車両１０の走行状況が表示されている。すなわ
ち、アイコンＰ１で示す出発地からアイコンＰ２で示す目的地までの走行ルートにおいて
、自車の位置がアイコンＰ３で示されている。なお、図１では中央表示部１２Ｃには何も
表示されていない。
【００２２】
　ここで、ウインドシールド１２の内部に配置された遮光用液晶２６は、車両１０の周囲
が所定の明るさよりも明るい場合にウインドシールド１２における上側表示部１２Ａを含
む領域を遮光するように構成されている。具体的には、車両１０に図示しない輝度センサ
が配置されており、この輝度センサからの信号に基づいて車両１０の周囲の明るさを検出
し、所定の明るさよりも明るいと判断した際に遮光される。また、本実施形態では、遮光
用液晶２６による遮光領域を、上側表示部１２Ａの上端部から下端部までの範囲で段階的
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に変化させることが可能となっており、二段階に変化可能となっている。以下、透明状態
と遮光状態とを切り替える状況の一例について説明する。
【００２３】
　初めに、図２に示されるように、車両１０の停車時や駐車時では、上側表示部１２Ａ、
下側表示部１２Ｂ及び中央表示部１２Ｃの何れにも映像が表示されていない。また、遮光
用液晶２６には通電されておらず、ウインドシールド１２の全域で車室外側の景色が視認
可能となっている。すなわち、このときの上側表示部１２Ａの断面は、図５（Ａ）に示さ
れる状態となっている。下側表示部１２Ｂ及び中央表示部１２Ｃの断面も同様に、図５（
Ａ）に示される状態となっている。なお、図中の二点鎖線は説明の便宜上図示している仮
想線であり、実際には乗員からは見えない。
【００２４】
　次に、図３に示されるように、車両１０の走行時には、上側表示部１２Ａに車両後方の
映像が表示される。また、車両１０の周囲が所定の明るさよりも暗い場合には、遮光用液
晶２６に通電されないため、上側表示部１２Ａの断面は、図５（Ｂ）に示される状態とな
っている。なお、ここでいう「所定の明るさよりも暗い場合」とは、乗員が眩しいと感じ
る程度の明るさには到達していない状態を指す。
【００２５】
　図３では、下側表示部１２Ｂに車両１０の速度をアイコンＰ４として表示させている。
この下側表示部１２Ｂの表示内容は、乗員の操作などによって随時変更できるようになっ
ており、車両の速度に替えて燃料の残量などの車両１０の状況を表示させるようにしても
よい。また、図１に示されるように、目的地に対する車両１０の位置を表示させてもよい
。
【００２６】
　図４に示されるように、車両１０の前方に歩行者などの障害物Ｂを検知した場合には、
中央表示部１２Ｃに注意喚起の表示を行う。本実施形態では一例として、障害物Ｂの周囲
を囲むように枠Ｐ５を表示させる。
【００２７】
　次に、車両１０の周囲が所定の明るさよりも明るくなった場合、図１に示されるように
、上側表示部１２Ａを含むウインドシールド１２の車両右半分の領域の上端部分が遮光用
液晶２６によって遮光される。具体的には、図３に示される状態よりも車両１０の周囲が
明るくなったことで、上側表示部１２Ａにおける上半分の領域が遮光された状態となって
いる。このときの上側表示部１２Ａの断面は、図６（Ａ）のようになっている。
【００２８】
　図１の状態からさらに車両１０の周囲が明るくなった場合には、上側表示部１２Ａの全
域を含む領域の遮光用液晶２６に通電され、この領域が遮光される。この際の遮光領域の
下端は、二点鎖線Ｌ１で示す位置となる。
【００２９】
　また、車両１０の停止時に上側表示部１２Ａに映像が表示されていない状態で、遮光用
液晶２６に通電された場合における上側表示部１２Ａの断面は、図６（Ｂ）のようになる
。
【００３０】
　（作用）
　次に、本実施形態の作用を説明する。
【００３１】
　本実施形態の車両用ウインドシールド構造では、図１に示されるように、ウインドシー
ルド１２における車両上方側に透明の上側表示部１２Ａが設けられており、この上側表示
部１２Ａには車両後方の映像が表示可能となっている。これにより、乗員が表示部越しに
車両前方の景色を視認することができる。
【００３２】
　また、車両の周囲が明るい場合には、ウインドシールド１２における上側表示部１２Ａ
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を含む領域が遮光用液晶２６によって遮光される。これにより、車両前方からの光が上側
表示部１２Ａを通じて乗員の目に入るのを抑制することができる。この結果、車両１０の
周囲が明るい場合でも、乗員が眩しさを感じることなく、車両後方の映像を良好に視認す
ることができる。
【００３３】
　さらに、本実施形態では、ウインドシールド１２に車両後方の映像を表示させているた
め、ルームミラーが不要となり、車室空間を広くすることができる。また、ルームミラー
を見て車両の後方を確認する場合、ウインドシールド１２よりも手前に焦点を合わせる必
要があったのに対して、本実施形態のようにウインドシールド１２に映像を表示させるこ
とで、乗員が焦点を合わせ易くなる。すなわち、車両後方を確認するのに要する時間を短
縮することができる。
【００３４】
　さらにまた、本実施形態では、遮光用液晶２６に通電することで遮光するため、サンバ
イザが不要となる。この結果、サンバイザを上げ下げする手間が掛からない。また、車室
空間、特に乗員の頭上の空間を広く確保することができる。
【００３５】
＜第２実施形態＞
　次に、第２実施形態に係る車両用ウインドシールド構造について、図７～９を参照して
説明する。なお、本実施形態では、透明ディスプレイを備えていない点で第１実施形態と
異なっている。また、第１実施形態と同様の構造については同じ符号を付し、適宜説明を
省略する。
【００３６】
　図７に示されるように、本実施形態のウインドシールド構造が適用された車両４０の車
両前部には、ウインドシールド４２が設けられている。ウインドシールド４２は、インス
トルメントパネル１８の前端部から車両上方側へ延びており、車両４０の車室外側と車室
内側とを区画している。
【００３７】
　図９（Ａ）に示されるように、ウインドシールド４２は、内側ガラス４６、遮光部材と
しての遮光用液晶２６及び外側ガラス４８を含んで構成されている。内側ガラス４６は、
車室内側に配置されており、透明に形成されている。すなわち、光を透過可能としている
。また、外側ガラス４８は、車両外側に配置されており、内側ガラス４６と同様に透明に
形成されている。
【００３８】
　遮光用液晶２６は、車両４０の周囲が明るい場合に通電されることで、図９（Ｂ）に示
されるように遮光状態となる。この遮光状態では、乗員はウインドシールド４２を通じて
車室外側の景色が視認不能となる、又は、車室外側の景色が視認し難くなる。
【００３９】
　図７に示されるように、ウインドシールド４２には、表示部としての上側表示部４２Ａ
と、下側表示部４２Ｂとが設けられている。上側表示部４２Ａは、ウインドシールド４２
における上端部の車両幅方向中央部に設けられている。
【００４０】
　図８に示されるように、本実施形態では、インストルメントパネル１８の内部に投影装
置４５が配置されており、この投影装置４５からウインドシールド４２へ映像を投影する
ことで上側表示部４２Ａに映像を表示させている。投影装置４５によって上側表示部４２
Ａへ表示される映像は、第１実施形態と同様に車両後方の映像とされている。
【００４１】
　図７に示されるように、下側表示部４２Ｂは、ウインドシールド４２における下端部に
設けられており、運転席の正面の一部が下側表示部４２Ｂとされている。そして、この下
側表示部４２Ｂは、インストルメントパネル１８の内部に設けられたヘッドアップディス
プレイ装置４４からの映像が表示される表示部となっている。この図７では、車両４０の
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速度がアイコンＰ４として表示されている。
【００４２】
　ここで、図７では、ウインドシールド４２の上側及び下側の両側が遮光状態となってい
る。すなわち、ウインドシールド４２の上端部は、上側表示部４２Ａを含む車両右側の領
域が遮光状態となっている。
【００４３】
　一方、ウインドシールド４２の下端部は、ウインドシールド４２における車両幅方向の
全域に亘って遮光状態とされている。
【００４４】
　（作用）
　次に、本実施形態の作用を説明する。
【００４５】
　本実施形態では、ウインドシールド４２の内部に透明ディスプレイを配置しないで済む
ため、第１実施形態と比較して簡易な構造となる。また、下側表示部４２Ｂを遮光状態と
することができる。
【００４６】
　以上、第１実施形態及び第２実施形態に係る車両用ウインドシールド構造について説明
したが、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施し得ることは勿論
である。例えば、上記実施形態では、遮光部材として遮光用液晶２６を用いたが、これに
限定されず、透明状態と遮光状態とを切替え可能な部材であれば、他の部材を用いてもよ
い。すなわち、有機ＥＬ（Electro Luminescence）やガスクロミック方式の調光シートな
どを用いてもよい。
【００４７】
　また、上記実施形態では、表示部としての上側表示部の位置をウインドシールドの車両
幅方向中央部に設けたが、これに限定されない。例えば、ウインドシールドの車両幅方向
中央部よりも運転席側へオフセットした位置に表示部を設けてもよい。
【００４８】
　さらに、上記実施形態では、ウインドシールドに下側表示部を設けたが、これに限定さ
れない。すなわち、下側表示部を備えていない車両に適用してもよい。
【００４９】
　さらにまた、上記実施形態では、輝度センサを用いて車両の周囲の明るさを検知したが
、これに限らず種々の方法を採用し得る。例えば、乗員の瞳孔を検知するセンサを車室内
に配置し、このセンサで検知された乗員の瞳孔の大きさなどから車両の周囲の明るさを推
測してもよい。
【００５０】
　なお、本実施形態では、ウインドシールド１２に対して運転席が配置された車両右側だ
けを遮光する構成としたが、これに限らず、車両左側も同様に遮光する構成としてもよい
。さらに、車両１０の周囲の明るさに応じて三段階以上に段階的に遮光領域を変化させて
もよい。
【００５１】
　また、上記第２実施形態では、図８に示されるように、インストルメントパネル１８の
内部に配置した投影装置４５からウインドシールド４２へ車両後方の映像を投影すること
で上側表示部４２Ａに映像を表示させたが、これに限定されない。例えば、車室内の天井
部に投影装置を配置して、上側表示部４２Ａに映像を投影してもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　　１２　　　ウインドシールド
　　１２Ａ　　上側表示部（表示部）
　　２６　　　遮光部材
　　４２　　　ウインドシールド
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　　４２Ａ　　上側表示部（表示部）
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【図３】 【図４】
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